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目標項目（指標の目安） 対象 ベースライン値 中間実績値 目標値 

40 歳(35～44 歳)  １９．３％ ３９．０％ ５０％以上6.8 歯間部清掃用器具の使

用の増加 

(使用する人の割合) 

50 歳(45～54 歳)  １７．８％ ４０．８％ ５０％以上

6.9 喫煙が及ぼす健康影響についての十分な知識の普及  ４．１ たばこ参照 

6.10 禁煙支援プログラムの普及                         ４．４ たばこ参照 

歯の喪失防止    

80 歳(75～84 歳) 

20 歯以上    

１１．５％ ２５．０％ ２０％以上6.11 ８０歳で２０歯以上、６０

歳で２４歯以上の自分

の歯を有する人の増加 

(自分の歯を有する人の 

割合) 

60 歳(55～64 歳) 

24 歯以上    

４４．１％ ６０．２％ ５０％以上

6.12 定期的な歯石除去や歯

面清掃を受ける人の増

加 

(過去１年間に受けた人の

割合)  

60 歳(55～64 歳)  

 

１５．９％

（参考値）

４３．２％ ３０％以上

6.13 定期的な歯科検診の受

診者の増加 

(過去１年間に受けた人の

割合) 

60 歳(55～64 歳)    １６．４％ ３５．７％ ３０％以上

*  策定時のベースライン値を把握した調査と中間実績値を把握した調査とが異なっている数値 

 

（３） 未設定数値目標の設定 
健康日本２１策定時には、ベースラインとなるデータがなかったため、目標値

を設定していなかった以下の項目について、現在得られているデータに基づいて

検討を行い、新たに目標値を設定した(目標設定の方法については参考資料２参

照)。 

 

  ６．３ 間食として甘味食品・飲料を頻回飲食する習慣のある幼児の減少 

指標の目安 

〔習慣のある幼児の割合（１～５歳）〕 

 

 中間実績値 平成 22 年 

６．３a 全国平均 22.6％ 15％以下 

 

 


